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あらまし：本稿では，学修管理システムを

を対象として，教員へのアンケート調査の結果について報告する．これまでに，全学の講義科目における

利用の振興を行うとともに，利用教員を対象とした調査を実施した．約

した．その結果，授業資料の電子的配付が利用の主たる目的であり，レポート回収や小テスト，電子掲示

板を利用する教員は多くはないといった傾向に大きな変

いた．また，操作の煩雑さや作業にかかる時間への負担感が利用上の課題であったが，今回の調

様の結果が得られた．
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1. はじめに
本研究は，組織的な情報資源の有効活用と教育機

能の向上といった観点から，学習管理システム

(LMS)の全学的な利活用の支援を目的とする．学習

管理システムは授業実施の支援を目的とした情報シ

ステムであり，講義資料の配付やレポート課題の回

収，電子掲示板による議論や小テストの実施などの

機能を備えている．特定の教育目的を達成する実践

のために用いられるだけでなく，教育用の情報シス

テムの一部と位置づけて LMS を導入・展開してい

る大学も増加している．2013 年度の調査では，国立

大学の 76.0%，私立大学の 41.3%において，全学の

授業科目に対してサービスの提供を行っている

このような LMS の全学導入や運用における費用

的・人的コストに対する効果を高めるためには，学

内において幅広くかつ積極的な利用を促す必要があ

る．しかしながら，各大学における組織的な利活用

の状況については，十分に分析されているとはいえ

ない．そこで，2006 年度から LMS
盤システムとして運用している理工系の大学を対象

とし，これまでの利用の振興活動を踏まえた上で，

全学の教員を対象としたアンケート調査を実施する．

その結果から，学習管理システムの利活用の推進に

役立てるために，組織的な利用状況と教員の意識を

明らかにする．

2. 組織的な運用事例の状況
本研究では，2006 年度から LMS

進めている関東地方の理工系国立大学

を対象とし，授業科目における LMS
関する分析と比較を行う．

N 大学は理工系の 2 学部と大学院で構成されてお

り，教員は約 400 名，学生は約 5800
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を対象として，教員へのアンケート調査の結果について報告する．これまでに，全学の講義科目における

利用の振興を行うとともに，利用教員を対象とした調査を実施した．約 1 年後に同内容で再度調査を実施
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とし，これまでの利用の振興活動を踏まえた上で，

全学の教員を対象としたアンケート調査を実施する．

その結果から，学習管理システムの利活用の推進に

役立てるために，組織的な利用状況と教員の意識を

LMS の利用を全学で

進めている関東地方の理工系国立大学(以下 N 大学)
LMS の利用状況に

学部と大学院で構成されてお

5800 名である．学内

共同利用施設の情報系センターが中心となって，

2006 年度後期よりオープンソースの

Moodle を全学に向けて提供している．

テムとの授業担当・シラバスと履修のデータ連携

活用のための教員向け講習会

配布，教授会での説明を通じて利活用の促進をはか

ってきた．

図 1 に 2006 年度後期から

の推移を示す．Moodle には時間割に登録されている

全ての科目が登録されているが，教室で開講される

学部の講義科目が利用の中心である．

する科目数は毎年増加している．一方，大学院の利

用科目数は一定となっており，学部と比べて利用は

少ない．

 また，付属施設を含めた常勤の専任教員で

を利用した記録のある教員の割合は，

35.3%，2011 年度に 35.9%，2012
年度では 54.4%であった．各

利用割合は，59.9%と 58.8%

図 1 Moodle を利用する科目数の推移
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活用のための教員向け講習会や利用の手引き冊子の

配布，教授会での説明を通じて利活用の促進をはか

年度後期から 2013 年度までの科目数

には時間割に登録されている

全ての科目が登録されているが，教室で開講される

学部の講義科目が利用の中心である．Moodle を利用

する科目数は毎年増加している．一方，大学院の利

用科目数は一定となっており，学部と比べて利用は

常勤の専任教員で Moodle
を利用した記録のある教員の割合は，2010 年度に

2012 年度に 41.8%，2013
であった．各学部に所属する教員の

58.8%であった(2013 年度)．
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3. 学習管理システムへの教員の
 授業を担当する教員が，学習管理システ

てどのような意識を持っているかを調査し，組織的

な利活用の状況を明らかにする．アンケート調査は，

2014 年 1 月から 2 月にかけて実施した．

在籍している教員 412 名に対して電子メールを送付

し，Web アンケートへの回答を依頼した．うち，

名から回答があり，回収率は 39.6%であった．「主な

授業形態」「Moodle の使用状況」「利用の目的・用途」

「利用上の課題」「今後利用したい機能」それぞれに

ついて，多肢選択(Moodle の利用状況以外は複数回

答可)と自由記述で回答を得た．

 Moodle の使用状況については「現在使用している」

と回答した教員が 47.3%，「以前使用していたが，現

在は使用していない」と回答した教員が

利用記録から得られた割合と概ね同程度であった．

 使用している教員と使用経験がある教員からの，

利用の目的・用途に関する回答結果を図

(N=85)．教員の 7 割前後が授業スライドや補足事項

の資料公開に利用している． 一方で，レポートの回

収や小テスト，電子掲示板(フォーラム

下となっている．

 次に，Moodle を利用する上で障壁となっている事

項に関する回答結果を図 3 に示す(N=85)
らは操作が煩雑である，ならびに作業に時間がかか

るという回答が最も多く，各々4 割程度であった．

これはファイルをアップロードして標題の設定を行

図 2 Moodle 利用上の課題(複数回答

図 3 Moodle で今後利用したい機能
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(N=85)．選択肢か
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う，利用可能期間，期間後の提出や再提出等といっ

た複雑な条件設定が煩雑であることが理由と考えら

れる．

4. 意識調査の結果と経年変化
2012 年度にも同じ項目で利用教員に対する調査

を実施しており(2)，その結果と概ね同様の傾向が見

られた．授業スライド資料や，それ以外の補足資料

を公開するために使用している教員が多く，印刷物

の配布や管理の手間を省いたり，電子的に受け取り

たいという要望が LMS 利用の主たる動機となって

いると考えられる．また，それ以外の

や小テスト，電子掲示板を利用する教員は多く

いといった傾向に大きな変化はなかったが，それぞ

れの利用割合については微増していた．

他の大学における利用分析においても，ファイル

の公開と授業実施の振り返りを記録する「授業記録」

が 4 割前後使われている一方で，

課題提出が1割未満であったり

テスト機能の利用コースは約

3 割程度のコースで利用されている

がある．

また，操作の煩雑さや作業にかかる時間への負担

感が利用上の課題であったが，今回の調査でも同様

の結果が得られた．

5. おわりに
本稿では，全学 LMS の利用状況と，教員に対す

るアンケート調査の結果について整理した．利用教

員は授業資料の電子的配布を主に行っているが，操

作の煩雑さ低減やサポートの充実への期待があると

いった傾向が明らかになった．今後の課題として，

ユーザとコースのログデータからの利用状況の集計

を行った上で，本稿で得られた結果と組み合わせた

分析を進めていくことが挙げられる．
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